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【はじめに】イオン液体は常温で液体のイオン性化合物であり、水溶液や有機溶媒と混ざらない

有機溶媒である。また、1～数百 mS/cm 程度の高い導電性を有し、蒸気圧は極めて低いため、近

年注目されている溶媒材料であり、官能基特有の化学反応を利用できる多原子分子イオンとして

期待できる。これまでは、開発した含浸型イオン源から生成したイオン液体 1‐ブチル-3-メチル

イミダゾリウムヘキサフルオロホスフェート（BMIM-PF6）, 1‐エチル-3-メチルイミダゾリウム

テトラフルオロボレート（EMIM-BF4）イオンビームのビーム特性および固体表面照射効果につい

て報告してきた[1,2]。今回,イオン液体として BMIM-PF6 ,EMIM-BF4よりも電気伝導度が高い 1-エ

チル-3-メチルイミダゾリウムジシアナミド（EMIM-N(CN) 2）のイオンビームを生成し、ビーム特

性を比較、評価したので報告する。 

【実験装置及び測定】イオン液体イオンビームは含浸型イオン液体イオン源を用いて生成した。

エミッタ-引き出し電極間に電圧を印加しEMIM-N(CN) 2, EMIM-BF4およびBMIM-PF6イオンビー

ムを放出させ、電流電圧特性および質量スペクトルを測定した。また、ビーム特性のイオン液体

流量依存性についても検討を行った。 

【結果】EMIM-N(CN) 2, EMIM-BF4および 

BMIM-PF6正イオンビームの引き出し電圧- 

イオン電流特性を図1に示す。各イオン電流 

は引き出し電圧3.0-3.5 kVからイオン電流が 

検出され始めイオン電流が引き出し電圧と 

共に増加していく傾向を示している。また、 

各引き出し電圧値におけるイオン電流量は、 

EMIM-N(CN) 2→EMIM-BF4→BMIM-PF6の 

順に大きいことがわかる。これは各イオン 

液体の電気伝導度の違いが影響していると 

考えられる。 
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図1 : EMIM-N(CN) 2, EMIM-BF4およびBMIM-PF6 

イオンビームの引き出し特性 
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